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ソバ新品種「にじゆたか」の育成





















'Nijiyutaka', a New Buckwheat Cultivar : Mamiko YUI＊１），Makoto YAMAMORI＊２），Yutaka HONDA＊１），
Masako KATO＊１）and Mitsuyo KAWASAKI＊１）
Abstract : The Tohoku Agricultural Research Center of Japan's National Agriculture and Food
Research Organization（NARO）has released a new buckwheat cultivar 'Nijiyutaka'.  'Nijiyutaka' was
derived from a line selected from the progeny of a cross between 'Kuzuu-zairai' and 'Togakushi-
zairai'.  'Nijiyutaka' has the following major agronomic characteristics: high to very high lodging
resistance, black hull color, and large seed size.  'Nijiyutaka' also matures a few days later than
'Hashikami-wase' and at the same time as 'Iwate-wase' in the Morioka area of Iwate prefecture, in
northern Honshu. Plant height is about 10cm more and seed yield is a little higher than in
'Hashikami-wase'. The thousand-grain weight is about 36g, and 1 L of seeds weighs about 630g. In
processing tests by three flour milling companies, 'Nijiyutaka' was judged to be more suitable than
'Hashikami-wase' for making buckwheat flour and noodles.  'Nijiyutaka' appears to be most suitable
for the Tohoku region and southern Japan, and can be sown in summer for harvesting in autumn. 
Key Words : Buckwheat, New cultivar, Lodging resistance, Large seed size
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2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008





栽 系統数 13 7 3 3 1 1 1
植 集団個体数 各々100 300 6,500
選 選抜集団・系統数 1 1 7 3 3 1 1 1 1
抜 選抜個体数 13
生産力検定予備試験 ○ ○ ○
生産力検定試験 ○ ○
系統適応性検定試験 ○ ○ ○
地域適応性検定試験 ○ ○ ○
栽培予定地における現地試験 ○ ○











やや短 やや少 中 白 少 中 三角形 黒
階上早生 無限 短 やや少 中 白 少 中 三角形 濃褐














開花最盛期 生育日数 脱粒の難易 子実の収量生態型 開花始 開花期 成熟期 耐倒伏性
中間秋型 中 中 やや早 やや早 やや短 強～極強 中 中
中間夏型 中 中 やや早 早 短 中 中 中




























製粉適性 製麺適性 概　評食　味 製粉適性 製麺適性 概　評食　味
Ａ社（長野県） 同等 同等 優る やや 同等 同等 やや やや やや
優る 優る 優る 優る
Ｂ社（栃木県） やや やや やや やや やや 同等 やや やや やや
優る 優る 優る 優る 優る 優る 優る 優る
Ｃ社（北海道） やや やや やや やや やや 同等 同等 やや やや
優る 劣る 優る 優る 優る 優る 優る
写真３ 「にじゆたか」と「階上早生」の倒伏程度













標準は 2006～2010 年、晩播は 2008～2010 年、疎植・密植・多肥は 2009～2010 年の試験成績の平均値である。
標準栽培は、播種量 150（粒 /ｍ2）、施肥量 N-P2O5-K2O：1.8-7.5-5.4（kg/10a）、条間 70cm、1 区面積 11.2ｍ2、3
反復（2007､2008 年は 2反復）で試験した。
疎植では標準の 1/2 量を播種、密植では標準の 2倍量を条間 35cmで播種した。
多肥では窒素のみ標準の 2倍量を基肥として施用した。
6段階評価：0（無）～ 1（微）～ 2（少）～ 3（中）～ 4（多）～ 5（甚）
育成地における「にじゆたか」の生育調査成績
栽培 播種期 開花始 開花期
開花 成熟期 生育日数 倒伏程度b）
条件a）
品種名 （月・日） （月・日） （月・日）（月・日）
最盛期









































































































注．a） 標準は 2006～2010 年、晩播は 2008～2010 年、疎植・密植・多肥は 2009～2010 年の試験成績の平均値である。
標準栽培は、播種量 150（粒 /ｍ2）、施肥量 N-P2O5-K2O：1.8-7.5-5.4（kg/10a）、条間 70cm、1 区面積 11.2ｍ2、3
反復（2007､2008 年は 2反復）で試験した。





























































































草丈 主茎長 主茎節数 第 1次分枝数 1株花房数

















































標準は 2006～2010 年、晩播は 2008～2010 年、疎植・密植・多肥は 2009～2010 年の試験成績の平均値である。
標準栽培は、播種量 150（粒 /ｍ2）、施肥量 N-P2O5-K2O：1.8-7.5-5.4（kg/10a）、条間 70cm、1 区面積 11.2ｍ2、3
反復（2007、2008 年は 2反復）で試験した。
















































































































全重 子実重 同左「階上早生」 千粒重 容積重



















































播種量目標は 200 粒／ｍ2 で、実際の苗立概数は








ロータリ浅耕同時散播、施肥量（N-P2O5-K2O）：1.8-7.5-5.4（kg/10a）、1 区面積 120ｍ2 で 3 反復試験。播種量
（少、中、多）は、にじゆたか：3.5、7.0、10.5、階上早生：3.0、6.0、9.0（kg/10a）で、播種用種子の千粒重
（にじゆたか 39g、階上早生 33g）を反映させた。











（cm） 数（本/株）  （cm/株） 程度
全重

















































































主根直径 側根数 主根長 主根直径 側根数 主根長 主根直径 側根数
（mm） （本） （cm） （mm） （本） （cm） （mm） （本）
にじゆたか 5.19
階上早生 3.27































長野県は 6段階評価：0（無）～ 1（微）～ 2（少）～ 3（中）～ 4（多）～ 5（甚）、























































































































































































































































滝沢村は 2009 ～ 2010 年の試験成績の平均値である。






























































































































































































































































































2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008
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